
４月から障害者総合支援法が施行されました。

この法律は、これまでの障害者自立支援法に代わるもので、４月からは身体障

害者手帳のない難病等の人たちも障害福祉サービスの申請ができます。

これまで一部の自治体で実施されていた難病患者等居宅生活支援事業の３事業

（ホームヘルプサービス、短期入所事業、日常生活用具給付事業）が障害福祉サー

ビスに移行され、法定事業として全国の自治体で実施されることになります。

また、この３事業に限らず、障害者総合支援法における障害福祉サービス全般

についての申請もできます。

○対象疾患は当面130疾患十関節リウマチ
「難病等」の対象範囲については、現在検討中の難病新法の対象疾患が決まるまでの間は、当

面暫定的に､難病患者等居宅生活支援事業の対象疾患（130疾患十関節リウマチ）となります。

病名の読み替え等があるので注意しましょう。旧疾患名でも対象になります。（ウラ面に記載）

○利用者負担や支給決定のしくみ
利用者負担や支給決定のしくみなどは障害者総合支援法に基づく金額や基準になりますので注

意しましょう。

○障害程度区分に基づく認定審査
サービスを受けるにあたっては、他の障害者と同様に市町村窓口に申請した後、心身の状況、

社会活動や介護者、居住等の状況、サービス利用の意向、訓練・就労に関する評価などを把握

するための状況調査を行い判定をうけなければなりません。この調査のなかで数値に表れない

難病の特徴（痛みやしびれ、倦怠感などの自覚症状、日時により変化する心身の状態、身体機

能としてはできるけれども安静を保ち支援を受けることが必要、等々）がどれだけ審査に反映

されるかによって、サービスが受けられるかどうかが決まります。

○障害福祉サービスの体系
（現時点では難病等の人たちが受けられないサービスも含まれています）

■介護給付

…居宅介護(ホームヘルプ) 重度訪問介護、同行援護、行動援護、重度障害者等包括支援、

短期入所(ショートステイ) 療養介護､生活介護、施設入所支援、共同生活介護(ケアホーム)

■訓練等給付

…自立訓練（機能訓練･生活訓練）､就労移行支援、就労継続支援（Ａ型＝雇用型、Ｂ型＝小規

模作業所）、共同生活援助（グループホーム）

■地域生活支援事業

…移動支援、日常生活用具給付事業など

■その他…補装具・自立支援医療

○まずは積極的に活用を
週に数回の家事援助や電動車いすの支給が受けられれば体力を保ちながら社会に出て自立した

生活を送ることのできる患者も多いと思います。対象疾患の人たちがまずは積極的に申請をし

ましょう。そして受けづらいことや改善の必要なことなどの意見や要望を集約して、よりよい

制度にするためにはたらきかけを行っていきます。

難病患者家族会 きほく通信【公式HP】http://www2s.biglobe.ne.jp/~wananren
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対象疾患一覧

詳しい手続き方法は市役所担当窓口(福祉保健部など)までお問い合わせ下さい

難病患者家族会 きほく通信【公式HP】http://www2s.biglobe.ne.jp/~wananren

対象疾患に罹患していることがわかる証明書（診断書または特定疾患医療受給
者証等）を持参の上、市役所の担当窓口に支給を申請して下さい。
その後、障害程度区分の認定や支給認定等の手続きを経て必要と認められた福
祉サービス等を利用できることになります。


